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2023年も残すところあとわずかとなりました。皆様にとって今年はどんな年だったでしょう

か？ここ数年コロナ関係の話題が多く、心から楽しめなかった年末年始が続きました。ようやく

コロナ前に戻ってきたお正月、ゆっくりお過ごしくださいね。それでは今年最後のミニミニ通信 

  張り切ってお伝えします。 

《健康診断について》 

事業者が労働者を雇用するにあたり課せられているものはいろいろありますが、健康診断も 

その一つです。健康診断には一般健康診断（一般従業員向け）と特殊健康診断（有害業務従事

者向け）がありますが、今回は一般健康診断についてお伝えします。安全衛生法には、「事業者

は、労働者に対し、厚生労働省令で定めるところにより医師による健康診断を行なわなければ

ならない」とされています。一般健康診断の種類や実施時期などは下記のようになります。 

一般健康診断種類 対象者 実施時期 その他 

１ 雇入れ時の健康診断 常時使用する労働

者 

雇入れ時 労働者が雇入れ前の 3

か月以内に健診を受けそ

の結果を会社に提出した

際は行わなくてよい 

2 定期健康診断 常時使用する労働

者（特定業務従事

者除く） 

1年以内ごとに 1

回、定期に 

健診項目のうち、医師が

不要と認めた項目は省略

可 

3 特定業務従事者健康診断 

  ＊ 

一定の有害業務に

常時従事する労働

者 

配置替え時 

6か月以内ごとに 1

回、定期に 

健診項目は定期健康診

断と同じため定期健康診

断は行わなくてよい 

4 海外派遣労働者健康診断 海外に派遣する

（した）労働者 

海外に 6か月以上

派遣する際、派遣後 

健診項目は定期健康診

断と同じだが、医師が必

要と認める項目について

は行わなくてはならない 

５ 給食従業員の検便健診 給食の業務に従事

する労働者 

雇入れ時 

配置替え時など 

検便による健診は定期に

行う必要はない 

  ＊特定業務に該当するもの（一部抜粋） ◇高熱物体を扱う業務および著しく暑熱な場所におけ

る業務 ◇低温物体を扱う業務及び著しく寒冷な場所における業務 ◇ラジウム放射線、Ｘ線
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その他有害放射線にさらされる業務 ◇異常気圧化における業務 ◇ボイラー製造など強烈

な騒音を発する場所における業務 ◇深夜業を含む業務などがあります。 

  ◆ 一般健診の費用負担など 

    法律で事業者に健康診断の実地義務を課している以上、費用は当然に会社側が負担すると

されています。受診した時間は労働時間とはいえないので賃金の支払いはしなくてもいいとさ

れていますが、通達によると、労働者の健康の確保は事業の円滑な運営に不可欠な条件のため

会社が負担することが望ましいとされています。 

◆ 健康診断の結果の記録及び報告 

    健康診断の結果は、健康診断個人票を作成し 5年間の保存が義務付けられています。また

常時 50人以上の労働者を使用する事業所はその結果を労働基準監督署に報告しなければな

りません。健康診断で知り得た情報は守秘義務があり罰則もあるので注意してください。 

    今回は一般健康診断でしたが、事業所の中で有害業務に従事する人がいる場合は特殊健康

診断を行わせなくてはいけません。有害業務ごとに実施期間が異なるのでお問い合わせくださ

い。 

 

 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  

     年末年始の休業ですが、12/29（金）から 1/4（木）までとさせていただきます 

          今月も最後までお読みいただきありがとうございました  

                  皆様、よいお年をお迎えください 

     ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★    

 

《お問合せ先》 

原 労 務 管 理 事 務 所  

社会保険労務士   原 智子 

東京都江戸川区西篠崎２－７－３２ 

TEL：03-3679-6713 

E-mail satori-h@zpost.plala.or.jp 

mailto:satori-h@zpost.plala.or.jp

